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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
あ
ふ
れ
る
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
解
散
直
前
に
可
決
さ
れ
た
地

方
創
生
２
法
案
は
、
人
口
減
少
の
克
服
や
東
京
一

極
集
中
の
是
正
に
向
け
、
出
産
や
育
児
を
し
や
す

い
環
境
整
備
や
地
方
で
の
雇
用
創
出
を
進
め
る
こ

と
を
基
本
理
念
に
、
都
道
府
県
と
市
町
村
に
は
各

地
の
実
情
に
応
じ
た
地
方
版
総
合
戦
略
を
つ
く
る

努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
歴
史
を
見
る
と

地
方
活
性
化
の
政
策
と
し
て
、
田
中
内
閣
の
日
本

列
島
改
造
、
竹
下
内
閣
の
ふ
る
さ
と
創
生
、
そ
し

て
安
倍
内
閣
の
地
方
創
生
と
地
方
に
と
っ
て
は
い

よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
ま
し
た
。

　

人
口
将
来
推
計
に
よ
る
と
、
わ
が
市
に
お
い
て

も
、
２
０
４
０
年
に
は
２
万
１
，
１
６
５
人
と
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
議
会
報
告
会
や
一
般
会
議
等
の
開
催

を
重
ね
「
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
の
か
」、「
ど
の

よ
う
な
ま
ち
を
残
し
た
い
の
か
」
と
の
皆
さ
ん
の

声
を
的
確
に
捉
え
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
心
を
新
た
に
、

わ
が
ま
ち
の
今
と
未
来
に
責
任
あ
る
議
会
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で

明
る
い
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

角
田
市
議
会
議
長

佐  

藤  

正  

友

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

▲「第８回議会報告会」に係る市政に対する要望等を市長へ提出しました。（平成26年11月14日　市長応接室にて）



第９回議会報告会

開 催 日 時 会　　場 対　象　地　区 担当班
１月17日（土）　午前10時 野田生活センター 角田地区（野田） ３班

１月17日（土）　午後１時30分 立 町 区 公 会 堂 角田地区（西南町、東南町、立町、中島、
　　　　　北町、谷地町） ３班

１月18日（日）　午前10時 藤尾自治センター 藤尾地区 ３班
１月18日（日）　午後１時30分 東根自治センター 東根地区 ３班
１月19日（月）　午後７時 桜自治センター 桜地区 １班
１月19日（月）　午後７時 西根自治センター 西根地区 ２班
１月20日（火）　午後７時 枝野自治センター 枝野地区 ２班
１月21日（水）　午後７時 北郷自治センター 北郷地区 １班
１月21日（水）　午後７時 横倉自治センター 横倉地区 ２班
１月22日（木）　午後７時 東 田 町 公 民 館 角田地区（西田町、東田町、横田町） １班
１月22日（木）　午後７時 新丁三区区民会館 角田地区（新丁、新丁東、新丁西、寺前） ２班

１月23日（金）　午後７時 中島下区民会館 角田地区（新中島南、新中島北、中島下、
　　　　　高畑南） １班

１月24日（土）　午後１時30分 豊 室 公 民 館 角田地区（老ヶ崎、豊室、古豊室） ２班
１月24日（土）　午後１時30分 小田自治センター 小田地区 ３班

１月24日（土）　午後７時 街なか交流サロン
「 ひ だ ま り 」

角田地区（東町、本町、東仲町、西仲町、
　　　　　天神町） １班

　角田市議会では、市民の皆様のご意見やご提言を直接お伺いし、議会審議への活用や議会運営の改善を図
るため、下記の日程で議会報告会を開催します。
　今回は、第８回議会報告会の意見・要望に対する検討結果の中から、主な項目として
・消防団員のヘルメット用照明器具の貸与　・土砂災害危険箇所における地域住民への周知等
・デマンドタクシーのみやぎ県南中核病院への運行
・除融雪対策　・有害鳥獣（イノシシ、サル等）被害対策
等について調査・研究した内容を報告したいと考えております。
　また、地域の現状や課題等について、皆様からの忌憚のないご意見やご提言をお伺いしたいと思いますの
で、多くの皆様のご参加をお待ちしています。

※対象地区を表示していますが、どちらの会場でも参加できます。ご都合の良い会場へおいでください。

市民に開かれた
議会を目指して を開催します。第９回議会報告会

１．開会のあいさつ
２．議会報告
　（１）第８回議会報告会の意見・要望に対する
　　　検討結果について
　（２）報告に対する質問・意見交換

３．懇　　談
　○地域の現状や課題等について
　○市政に対するご意見・ご提言等について
４．そ の 他
５．閉会のあいさつ

◆議会報告会の開催内容◆

１　班
小湊　　毅　　湯村　　勇

高橋　力雄　　齋藤正一郎

伊藤　善昭　　谷津　睦夫

２　班
八島　定雄　　小島　　正

相澤　邦戸　　馬場　道晴

細川　健也

３　班
今野林一郎　　日下　七郎

佐藤　正友　　渡邊　　誠

本田　敏昭　　柄目　孝治

昨
年
の
議
会
報
告
会
で
の
意
見
・
要
望
に
対
す
る
検
討
結
果
等
に
つ
い
て

市
民
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
「
議
会
活
動
や
市
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
」
を
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、

そ
の
う
ち
重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
市
長
に
要
望
し
、
次
の
と
お
り
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
務
財
政
常
任
委
員
会
所
管

〔
Ⅰ
〕
重
点
要
望
事
項

⑴
消
防
団
員
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
用
照
明
器
具
の

貸
与
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
夜
間
に
お
け
る
作
業
の
安

全
・
効
率
の
面
か
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
用
照
明

器
具
は
必
須
ア
イ
テ
ム
と
し
て
貸
与
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
試
験
的
に
導
入
す
る
こ
と
を

含
め
、
早
急
に
検
討
し
予
算
化
す
る
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

《
市
長
の
回
答
》

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
用
照
明
器
具
を
装
着
す
る

こ
と
で
両
手
が
使
用
で
き
、
こ
の
こ
と
に

よ
り
夜
間
の
活
動
に
お
い
て
ス
ム
ー
ズ
か

つ
安
全
に
行
え
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員

に
貸
与
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
予
算
化
し
早
め
に
貸
与

す
る
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

⑵
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
お
け
る
地
域
住
民

へ
の
周
知
等
に
つ
い
て

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
平
成
26
年
10
月
１
日

に
チ
ラ
シ
で
市
民
の
方
々
に
回
覧
、
全
区

長
及
び
自
治
セ
ン
タ
ー
に
土
砂
災
害
危
険

箇
所
図
を
配
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
周
知

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
平
成
26
年
10
月
28
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

の
席
上
で
も
資
料
を
配
り
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
各
種
会
議
や
訓

練
等
に
お
い
て
周
知
を
図
って
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、平
成
27
年
度「
角
田
市
防
災
マ
ッ

プ
」
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
土
砂

災
害
危
険
箇
所
、
浸
水
想
定
区
域
、
防
災

関
係
情
報
を
記
載
し
た
防
災
総
合
マ
ッ
プ

と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ

プ
の
完
成
後
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
地

区
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の

折
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
等
に
つ
き
ま
し

て
も
併
せ
て
ご
説
明
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〔
Ⅱ
〕
継
続
調
査
事
項

⑴
住
宅
の
放
射
線
量
調
査
の
進
め
方
に
つ
い

　

記
録
的
短
時
間
大
雨
や
土
砂
災
害
そ
の

他
、
気
候
変
動
の
影
響
と
み
ら
れ
る
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
に
お
い
て
も

各
種
防
災
政
策
が
見
直
さ
れ
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
角
田
市
に
お
い
て
も
そ
の
対
応
に
追
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
必
要
な
対

策
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
直
ち
に
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
中
で
も
市
内

３
１
２
箇
所
に
及
ぶ
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

地
域
に
つ
い
て
は
、
付
近
住
民
に
対
す
る
周

知
と
意
見
交
換
の
機
会
を
早
め
に
設
け
る
こ

と
を
要
望
し
ま
す
。

《
市
長
の
回
答
》

　
土
砂
災
害
危
険
箇
所
等
の
地
域
住
民
に

対
す
る
周
知
及
び
警
戒
体
制
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
26
年
９
月
に
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
避
難
勧
告
等
の
対

象
と
な
る
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
周
知
、

広
報
車
等
に
よ
る
伝
達
方
法
に
加
え
、
避

難
勧
告
等
の
発
令
基
準
等
を
具
体
的
に
決

め
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム

て
⑵
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
防
災
ラ
ジ
オ

等
の
災
害
伝
達
手
段
の
検
討
に
つ
い
て

⑶
雨
水
対
策
（
小
田
川
の
治
水
、
長
瀞
・
鱸

沼
地
内
の
治
水
）
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
所
管

〔
Ⅰ
〕
重
点
要
望
事
項

⑴
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
み
や
ぎ
県
南
中
核

病
院
へ
の
運
行
に
つ
い
て

①　
角
田
市
に
お
い
て
、
み
や
ぎ
県
南
中

核
病
院
へ
通
院
が
必
要
な
自
家
用
車
を

有
し
な
い
交
通
弱
者
の
現
状
を
調
査
す

る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

《
市
長
の
回
答
》

　
中
核
病
院
へ
外
来
通
院
す
る
角
田
市
民

の
数
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
１
年
間
で
、
延
べ
２
０
，
７
３
５

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
、
延
べ
９
，
７
４
７
人
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《
市
長
の
回
答
》

　

雪
捨
て
場
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

降
雪
量
が
さ
ほ
ど
多
く
な
い
状
況
で
業
者

が
除
雪
す
る
場
合
に
は
、
雪
は
道
端
に
除

雪
さ
れ
た
ま
ま
の
状
況
と
な
り
ま
す
が
、

大
雪
の
場
合
で
、
交
差
点
な
ど
に
大
量
の

除
雪
し
た
雪
が
溜
ま
り
、
交
通
安
全
に
支

障
が
生
じ
る
場
合
な
ど
は
、
市
の
遊
休
地

を
活
用
し
て
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
可
能
で

あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
武
隈
川
な
ど
の
河
川
敷
は
、

国
土
交
通
省
角
田
出
張
所
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
、
許
可
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
さ
ら
に
申
請
か
ら
許
可
ま
で
相
当
の

期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
阿
武
隈
川
河

川
敷
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑵
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
等
）
被
害

対
策
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
か
ら
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
に
つ

い
て
１
０
０
㎏
級
の
イ
ノ
シ
シ
が
多
数
捕
獲

さ
れ
、
処
理
が
困
難
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

１
日
当
た
り
１
万
円
の
報
酬
を
支
給
す
る
な

ど
、
角
田
市
と
し
て
も
捕
獲
者
に
対
す
る
支

援
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
多
大
な
る
被
害

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
猟
友
会
へ
の
支

援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
駆
除

で
す
。（
中
核
病
院
集
計
診
療
状
況
よ
り
）

日
に
換
算
｛
９
，
７
４
７
人
／
２
６
０
日

（
年
間
52
週
で
５
日
）｝
し
ま
す
と
37
人
と

な
り
ま
す
。

　
一
方
、自
動
車
免
許
保
有
者
の
多
く
は
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
は
あ
ま
り
見
込
め

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
角
田
市
の
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
免
許
保
有
者
数
は
、
平

成
26
年
９
月
末
現
在
で
４
，７
９
０
人（
角

田
警
察
署
交
通
課
よ
り
）、
免
許
を
持
た

な
い
高
齢
者
は
、
４
，
４
０
４
人
と
な
り

ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
延
べ
人
数
３
７
人

／
日
に
約
48
％
｛
４
，４
０
４
人
／
（
４
，

７
９
０
＋
４
，
４
０
４
人
）｝
を
乗
じ
た

18
人
が
自
動
車
免
許
を
持
た
な
い
高
齢
者

の
１
日
に
お
け
る
外
来
通
院
者
数
＝
交
通

弱
者
と
い
え
ま
す
。
こ
の
数
値
は
、
統
計

資
料
か
ら
算
出
し
た
数
値
で
あ
り
ま
す

が
、
実
際
の
交
通
弱
者
も
こ
の
数
値
に
近

い
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
ご
要
望
の
あ
っ
た
現
状
調
査
は
、

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
の
通
院
者
が
対
象

と
な
る
た
め
、
病
院
の
協
力
を
得
ら
れ
な

け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
実

現
の
可
能
性
を
含
め
て
調
査
実
施
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②　
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
の
構
成
自
治

体
に
対
し
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
よ

る
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
へ
の
運
行
の

で
水
田
を
区
画
ご
と
に
設
置
）

②　
坂
津
田
下
地
区
に
お
け
る
電
気

柵
設
置
事
業
（
平
成
26
年
度
）

　
　
①
同
様
、
地
区
内
の
水
田
に
お

い
て
、
地
域
住
民
参
加
型
で
電
気

柵
の
設
置
を
行
い
、
地
元
で
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
総
延

長
14
・
５
㎞
で
水
田
を
区
画
ご
と

に
設
置
）

■
地
域
団
体
に
よ
る
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
へ
の
支
援
等

　
猟
友
会
や
駆
除
隊
員
の
協
力
体
制

の
下
で
、
総
合
的
に
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
を
講
じ
る
地
域
ぐ
る
み
で
構
成

す
る
団
体
に
対
し
て
、
箱
ワ
ナ
購
入

費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
支
援
を
も
と
に
、
各
地

域
が
「
集
落
ぐ
る
み
・
地
域
ぐ
る

み
」
で
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
応
し
て

い
く
組
織
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
を
寄
せ
付
け
な

い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
食
物
残
渣

等
の
適
切
な
処
理
や
耕
作
放
棄
地
解

消
の
必
要
性
な
ど
つ
い
て
、
専
門
家

よ
る
講
習
会
を
今
年
度
、
市
内
８
ケ

所
で
開
催
（
10
月
～
12
月
）
し
、
併

せ
て
地
域
ご
と
に
被
害
軽
減
対
策
を

図
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
に
努
め
て

応
が
出
来
る
よ
う
な
制
度
化
を
図
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

《
市
長
の
回
答
》

　
除
融
雪
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内

の
幹
線
市
道
に
つ
い
て
市
直
営
や
業
者
委

託
に
よ
り
、
毎
年
委
託
業
者
を
増
や
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
生
活
道
路
ま
で
は
な
か
な
か

手
が
回
ら
な
い
状
況
で
す
。
ご
指
摘
の
と

お
り
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

除
雪
活
動
は
、
今
後
と
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
地

区
振
興
協
議
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
体
制
の
確
立
や
除

雪
経
費
負
担
の
検
討
、
さ
ら
に
は
現
在
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
試
験
的
に
歩
道
用

除
雪
機
の
無
料
貸
付
を
行
い
、
燃
料
代
や

消
耗
品
費
、
賠
償
・
補
償
保
険
料
を
市
で

負
担
し
検
証
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
検
証
を
踏
ま
え
て
制
度
化
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。②　

歩
道
用
小
型
除
雪
機
に
つ
い
て
、

リ
ー
ス
料
が
１
台
当
た
り
15
万
円
と
高

額
で
あ
り
、
今
後
、
必
要
と
す
る
行
政

区
と
の
協
働
な
ど
に
よ
る
使
用
や
、
購

入
等
も
視
野
に
入
れ
検
討
・
試
算
を
す

る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

に
つ
い
て
「
耕
作
放
棄
地
等
の
環
境
整
備
」、

「
農
作
物
被
害
等
へ
の
防
御
」、「
一
貫
し
た

駆
除
・
処
理
体
制
の
構
築
」
な
ど
、
各
地
域

ご
と
に
一
括
し
て
対
応
す
る
組
織
づ
く
り
を

推
進
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

《
市
長
の
回
答
》

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は

年
々
増
加
の
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、一
方
、

駆
除
隊
等
に
よ
る
捕
獲
実
績
も
上
が
っ
て

き
て
お
り
、
平
成
25
年
度
は
過
去
最
高
の

８
９
６
頭（
一
般
狩
猟
分
を
含
め
る
と
１
，

０
４
６
頭
）
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
増
加

が
想
定
さ
れ
る
中
、
市
と
し
て
も
電
気
柵

設
置
費
補
助
等
の
拡
充
を
進
め
る
一
方
、

捕
獲
や
防
除
だ
け
で
は
効
果
が
上
が
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み

に
重
点
を
置
き
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
行
う
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の

活
用

①　
坂
津
田
中
地
区
に
お
け
る
電
気

柵
設
置
事
業
（
平
成
25
年
度
）

　
　
地
区
内
の
水
田
に
お
い
て
、
地

域
住
民
参
加
型
で
電
気
柵
の
設
置

を
行
い
、
地
元
で
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
総
延
長
14
㎞

あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
の
場
を
設
定

し
、
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

《
市
長
の
回
答
》

　
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
の
構
成
自
治
体

（
角
田
市
・
柴
田
町
・
村
田
町
・
大
河
原
町
）

は
、
す
べ
て
の
自
治
体
で
各
自
治
体
内
に

お
い
て
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
て
お
り
、
各
市
町
に
お
け
る
利

用
者
の
声
が
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
を
含
め
、
ま
ず
は
情
報
収
集
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

〔
Ⅱ
〕
継
続
調
査
事
項

⑴
民
生
委
員
の
現
状
に
つ
い
て

⑵
小
・
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管

〔
Ⅰ
〕
重
点
要
望
事
項

⑴
除
融
雪
対
策
に
つ
い
て

①　
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除

雪
活
動
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

用
、
除
雪
に
か
か
る
燃
料
代
の
補
助
、

作
業
中
の
事
故
に
対
す
る
保
険
等
の
対

い
ま
す
。

　
な
お
、
駆
除
捕
獲
頭
数
が
増
加
す

る
一
方
、
捕
獲
後
の
処
理
に
難
渋
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
お
り
、
一

自
治
体
だ
け
で
の
対
応
に
も
限
界
が

あ
る
た
め
、
今
後
、
広
域
連
携
・
広

域
対
応
を
視
野
に
、
国
・
県
等
を
通

じ
て
処
理
推
進
の
要
望
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

〔
Ⅱ
〕
継
続
調
査
事
項

⑴
水
道
未
整
備
地
区
に
水
道
を
引
く
こ
と
に

つ
い
て

⑵
中
島
住
宅
建
設
の
予
定
に
つ
い
て

⑶
通
学
路
の
安
全
確
保
、
不
審
者
対
策
、
防

犯
灯
、
街
路
灯
の
整
備
及
び
危
険
箇
所
の

改
善
対
策
等
に
つ
い
て

⑷
角
田
市
農
業
の
館
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
⑸
角
田
市
独
自
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

《
市
長
の
回
答
》

　
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
歩
道
用
小
型
除

雪
機
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
25

年
度
か
ら
貸
付
要
領
を
つ
く
り
試
験
的
に

市
で
歩
道
用
小
型
除
雪
機
２
台
を
借
り
上

げ
し
て
、自
主
的
に
除
雪
を
行
う
団
体（
自

治
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学
校
）
な
ど
に
無
料

貸
与
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
除
雪
機
の
貸

付
団
体
は
、
各
自
治
セ
ン
タ
ー
や
地
区
振

興
協
議
会
、
小
中
学
校
に
問
い
合
わ
せ
を

行
い
、
そ
の
上
で
自
主
的
に
除
雪
を
行
っ

て
頂
け
る
団
体
等
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。現
状
と
し
ま
し
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
、
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
、
試
験
的
に
歩

道
用
除
雪
機
の
無
料
貸
付
を
行
い
検
証
す

る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

の
発
掘
や
協
力
体
制
を
確
立
し
、
歩
道
用

除
雪
機
の
調
達
方
法
な
ど
の
検
討
・
試
算

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。③　

市
内
の
雪
だ
ま
り
対
策
と
し
て
、
雪

捨
て
場
の
確
保
に
向
け
て
、
委
託
業
者

が
阿
武
隈
川
河
川
敷
等
に
捨
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
角
田
市
か
ら
国
土
交
通

省
に
打
診
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
市
有
地
に
雪
捨
て
場
を
設
け
る

こ
と
も
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。▲箱わなで捕獲されたイノシシ
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編
集
後
記

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、

消
費
税
増
税
な
ど
、
景
気
動
向

に
関
わ
る
話
題
の
多
い
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
景
気
の
高

揚
を
感
じ
る
機
会
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
干
支

『
未
』
に
ふ
さ
わ
し
く
、皆
様
が
、

平
和
に
、
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
だ
よ
り
編
集
会

議
で
は
、
角
田
市
議
会
が
進
め

る
「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」、

「
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
」

の
理
念
に
沿
っ
て
『
か
く
だ
市

議
会
だ
よ
り
』
の
編
纂
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
年
も
、

老
若
男
女
幅
広
く
、
市
民
に
親

し
ま
れ
る
『
か
く
だ
市
議
会
だ

よ
り
』
を
目
指
し
て
尚
一
層
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
今

年
一
年
、
ご
指
導
・
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

角田市中学生議会を開催します
　現在、角田市議会では、『開かれた議会』を目指し日々議会改革に取り組んでいます。

　そこで、角田市の将来を担う子どもたちに、議会体験をしてもらい、地方公共団体の仕組みや働きを学

習し、『自分たちの生活と政治（議会）の関わり』について理解するとともに、自分たちが生まれ育った

角田市の『まちづくり』について考える機会とするため、角田市・角田市教育委員会の協力のもと『角田

市中学生議会』を下記のとおり開催します。

記

●日　時　　平成２７年１月２１日（水）午前１０時～午前１１時４５分
●場　所　　角田市議会議場
●参加者
　　①市内中学校生徒１８名（６名×３校）

　　②市長部局　　市長・副市長・各部課長等（議会と同じメンバー）

　　③教育委員会　教育長・各課長等（議会と同じメンバー）

　　④議会事務局　議会事務局長（事務局職員は全体の協力支援）

●議　事
　　一般質問方式

　　「自分たちが生まれ育った角田市の『まちづくり』について」各学校から

　　通告を受け、各校それぞれ２回の一般質問を行い、

　　市長・教育長が答弁を行います。

※ライブ中継によるインターネット配信を行いますので、

ぜひご覧ください。また、市役所東庁舎３階の301会

議室、市役所東庁舎１階の市民ホール、各地区自治セ

ンターでも子ども議会の中継がご覧になれます。
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